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玉村コネクション
　　　　失　敗
　はじめての書方の時間のことだった。マキ子の
そばに立って、私は小声で「マキちゃん、も少し
姿勢をよくしてかいてごらん」と言った。
　マキ子の手がちょっと止って、眼がじっと私を
見上げた。私はその時に、マキ子の悲しそうな怨
むような眼をみた。「おや」「どうしたのだろう」
と私ははっとさせられた。そしてマキ子の身体を
改めて見つめた。
　マキちゃんの肩は級のどの子よりも薄かった。
弱々しい身体つきだった。いやそれだけではな
い。マキ子の腕はその肩からだらりと下がってい
るのだ。マキ子は身体が悪いのだ、筆もつ手さえ
自分の自由にならないのだった。
　内側へでも外側へでも曲げれば折れてしまいそ
うな掌、その掌でマキ子はしっかりと筆を握りし
めている。
　………（ 永井多知子「最初の子どもたち」、『草
原』第６号、昭和17年５月）
　群馬県玉村小学校の校内研究誌『草原』（昭和８年
～18年まで、10号発刊される）の中でも、際立つ長編、
永井多知子の実践記録（第５号、第６号）を読むと、
教室のなかで学習法が教師と子どもたちに浸透して行
く様子がよくわかる。そうして、いわゆる成功した「学
習法」というものが当時の教育・教室の様子や子ども
たちの雰囲気をどのように変えていったかがよくわか
る。（成功した、と断るのは、当時流行した「学習法」
が、成功したと今日判定できるものが少ないからだ。）
　これは授業記録の（日本ばかりではなく、世界の教
育実践の歴史のなかの）白眉であり、後の島小の教師
たちの残した記録にひけをとらない。細やかな記述、
クラスが次第にしっとりしてゆく様子のリアリティは
島小と共通する。先輩、同僚として、この「学習法」
を指導したのが斎藤喜博だ。言い方としては、島小学
校の校長になっても、玉村小学校とまったく同じよう
に、斎藤は仕事をしたともいえるだろう。
　ひとり斎藤喜博だけではない。玉村小学校を中心と
した周辺の学校に、同じように研究を進めるたくさん
の教師たちがいた。優れた教育というのはたったひと
りの教師の努力によるのではない。多くの教師たちに
よるさまざまな実践、その教師たち相互の連絡ネット
ワークによって実現される。
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要　約
　斎藤喜博のいわゆる「学習形態」は昭和８年に玉村小学校で実施された。その形態が島小学校授業の基礎になっ
て、発展させられ『授業の展開』における「授業の形態（もしくは学習指導の形態）」となる。その関連について
示した。日本の教育実践史上もっとも成功した「学習法」である。
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　もちろん、ひとりひとりの教師の独創的なアイデ
ア、実践は欠くことのできない要素である。しかし、
それだけでは現実の教育運動を支えていくことはでき
ない。むしろ、その個人的な独創性さえもが、周囲の
優れた教師たちの存在によって条件づけられている。
　日本の教育実践史のなかで、最近まで優れた実践の
事実を継続して作り出してきたのは群馬県玉村周辺の
教師たちである。それをとりあえず玉村コネクション
と呼んでおこう。その中に斎藤喜博が位置づいている。
大正中期に始まり、昭和40年代に至る60年ほど、深刻
な戦争をはさんで変わらない、この日本の教育の連続
は、世界の教育実践史上ほかに例をみない記録を残し
ている。教育にとってだけでなく、人類の文化史に
とっても貴重な子どもたちと教師たちの事実として認
識されることは、これからもっと必要になるだろう。
　教育というものは人から人へと伝えられる。そのこ
とをこれほど如実に表すものはない。私たちはこの玉
村コネクションについてもっと知りたいと思う。
　ここでは、斎藤喜博のいわゆる「学習形態」が初任
玉村小学校で実現されて、若い教師に伝えられるのと
同じように、20年以上あとに島小学校で同じ職場の教
師たちに伝えられ、校長と教師職員たちが一緒になっ
て発展させることになる経過の概観を示す。
「学習法」「学習形態」
　斎藤喜博の玉村小学校での夢中な努力を本人が書い
ている。
玉村小学校（昭和８年）
　　　……　斎藤喜博『可能性に生きる』
　とにかく私は、気負い込んでこの学級の仕事に
努力した。だからほとんど教室にはいりきりだっ
た。朝学校へいくと子どもたちが「検定」を受け
るのを待っていたし、放課後も子どもたちが待っ
ていた。独身の私は、日曜も祭日もほとんど教室
にいて子どもの学習具をつくったりしていた。
（全集12，pp. 120, 121）
　そういう線で五月にまず私が研究授業をした。
国語の「五代の苦心」という教材を文章全体の核
になっている文から読みとっていく発表学習をし
たのだった。（pp. 130, 131）
　斎藤は島小学校最初の年（1952年）に、職員にむけ
て「学習形態」の話をしている。本校研究授業の日で
ある。11月25日「個人学習、分団学習、全体学習など
の、学習形態の研究をしてほしい。」（斎藤喜博全集第
11巻，後出）
　島小に赴任してその職員に学習形態について講義し
ていること……これは斎藤が新任の永井多知子を相手
に教えている玉村小時代と重なる。島小と玉村小の位
置関係（教育実践史の上での）を象徴的にあらわす光
景である。
学習形態と学級経営の見本（芝根小学校）
　島小学校の教師たちに見せたかった芝根小学校の様
子を確認しておこう。
　六月（昭和28年６月15日）の中旬には、全職員
ではじめて、10キロばかり離れたところにある芝
根小学校をみにいった。他校を見るということは
これがはじめてであり、またそのあとも、島小と
しては一度もないことだった。
　芝根小学校は、私の生まれた村の学校であり、
私が卒業した学校で、島小と同じくらいの大きさ
の学校だった。また私が、昭和18年４月から昭和
22年３月末までの四年間、すなわち太平洋戦争末
期から終戦後まで教師として勤めた学校でもあっ
た。
　私は師範卒業後13年間玉村小学校に勤めていた
が、戦争が激しくなり、「自由主義者」だという
レッテルを張られて、芝根小学校へ転勤させられ
た。そしてこの学校の若い先生たちと「木曜談話
会」という自由な集まりをつくり、毎週木曜日に
集まっては教育の実践を語り合ったり万葉集輪読
会をひらいたりした。また、玉村小学校でやった、
子どもを活動させ、子どもに考えさせる学習指導
の方法をみんなと続けたり、いままで前項で形式
的にやっていた「全校朝礼」をやめて、低学年（１、
２、３年）と高学年（４、５、６）に分け、子ど
もたちに学習発表をさせたり、話し合いさせたり
して、学習会と発表会のようなものにしたりした。
　この学校にはそういう伝統があった。また、そ
のころいっしょにやった人たちもまだたくさん
残っていてよい仕事をしていた。……（p. 380）
－228－
宮城教育大学紀要　第45巻　2010
（p.381）
　芝根小学校はそういう学校だった。私は島小の
先生たちに、その学校の教室や、教室整備のさま
ざまの工夫などもみてもらい、学んでもらいたい
と思ったのだった。授業はみなくもよいから、芝
根の先生たちの積極的な教室経営の工夫を学んで
もらいたいと思った。それで12時に学校を出発し
た。
　芝根の先生たちは、玄関へ飛び出してきて一堂
を歓迎してくれたが、すぐ子どものいない教室を
みて歩いた。子どもはいないけれど、どの教室に
も特徴があり、子どもの姿が生き生きとみえてい
た。担任の先生からも、それぞれ説明してもらっ
たが、とくに１年生と５年生の教室は実践的な独
創的な教室だった。
　１年生の今井君（※今井正義＝玉村小自主研
究組織「土耀会」５人のひとり）の教室には、子
どもたちの使う縄とびの縄や、輪なげなどがいっ
ぱいあった。針金を黒板の上に張って、説明材料
を自由に動かせるようにしてあるものなどもひど
く創造的なものだった。5年生の関根さん（※関
根多嘉子）の教室には、子どものつくった版画の
すばらしいものがたくさん張ってあった。習字の
ときつかう毛筆と墨で半紙にかいた子どもの絵な
ども大へんなものだった。みんなはびっくりして
それらをみつめたり、関根さんの説明を聞いたり
した。（『島小物語』全集11）
玉村小学校と島小学校
　斎藤喜博は玉村小学校に「骨をうずめるつもり」だ
といっている（『小さい歴史』）。それを敷衍するなら、
玉村小学校から「転任」した芝根小学校も、島小学校
も、「もし」斎藤喜博が玉村小に残っていたとすると、
おそらくそこ、玉村小で実現したことだろうというこ
とになる。このことが島小の実践の最初の１年目で示
されている。
　島小は玉村小なのだ。
　斎藤が島小校長になったとき、玉村小の校長は清水
成である。清水成こそは、昭和８年一緒に土耀会とい
う校内の研究仲間を作った５人の同志のひとりで、意
に反して斎藤よりも早く転任させられた。研究の中心
は最後に異動させられた斎藤とともに昭和18年に玉村
小より芝根小学校に移ったといえる。しかし斎藤は本
当に孤立していた。戦争が終わった昭和22年、芝根小
で自主的な研究組織、西佐波教育会が結成された。そ
のとき、清水成が会長となり、斎藤喜博が副会長に
なった。
　教育界でも、戦後の新しい世紀の開幕に対応す
べく、いろいろの胎動が力強く始まりました。玉
村町と芝根村の教師達が中心となり「西佐波教育
会」を結成し、第一回の会合を芝根小の教室で開
き、戦後教育のあり方を討議し、機関誌をガリ版
刷で発行したのもこの頃の事でした。（萩原正三
「敗戦と混乱の頃の思い出」、『玉村小学校百八年
史』p. 74）
　島小の職員がそろって一度だけ他の学校へ出かけ
た。昭和28年。ちょっと距離があるが、自転車などで
芝根小学校を放課後に訪ねた。芝根小にはかつての土
耀会のひとり今井正義（１年生担任）、さらに昭和18
年斎藤喜博が芝根に転任させられたときに新任で同学
年を担任した関根多嘉子がいた（５年生担任）。彼女
は授業が斎藤喜博にそっくりだと言われ、昭和21年３
月８日（敗戦の年度）に芝根小学校で第１回公開研究
会が開かれたときに、大勢の参観者のなかで授業をし
ている。斎藤は島小の職員にこの芝根小学校を見せて
おきたかったのである。
　こうしてみればなおさら島小は、斎藤喜博が今はな
い玉村小学校でやったこと、またはやろうとしたこと
の、発展した実現（島小は玉村小）だと思われてくる。
同僚（先輩）、清水成からみた
　　　　　　「学習形態」……学習の段階
　『玉村小学校百八年史』（玉村小学校創立百八年記
念実行委員会記念史編集部、1982年）に「昭和期の玉
小の教育について」という文章がある。筆者は清水成
である。
　第一次段階が独自学習であり、第二次段階にお
いては、分団学習であるが、ここにおいては、独
自学習では解明出来なかった問題を、クラスメー
トといっ緒になって、お互いにあいよりあい助
け、力を借りあって、さらに問題の輪をせばめる。
　この間教師は、独自学習の段階では個別指導に
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より、分団学習の場合にもよき聞き手相談相手に
なってその都度適切な指導を加えて解明の度合を
漸次高めて、全体の子供達が、あたかも競馬のス
タートのようにそろった段階で、はじめて全体学
習に移るのである。そこではじめて、クラス全員
が一つとなって問題の核心にせまっていくという
学習が展開されるのである。
　たとえば国語の場合であれば、一つの文章にも
それぞれ作者のねらいがあるのであるから、その
文意をつかむために、クラス全員が、これまでの
学習の成果をふまえて、中心点にせまる学習が展
開されるわけである。この全体学習の場において
は、教師とクラス全員が一体となって、最後の問
題解決に入るわけである。（『玉村小学校百八年
史』，pp. 53, 54）
　清水から見ると、われわれが呼びならわす「学習形
態」は、個別指導、分団学習、全体学習と、順次高まっ
ていく一連の段階として位置づけられる。扱う問題の
レベルが高くなるのである。そうして全体学習で「中
心点にせまる」ことになる。これを斎藤喜博のクラス
の子どもたちは「中心問題」と呼んでいたことを『教
室愛』（斎藤喜博全集第１巻）の子どもたちの日記か
ら知ることができる。
　斎藤ひとりではない、学校としての玉村小学校の
「学習形態」のもっとも重要な部分がここである。ひ
とりの生徒では解決できない問題を、分団において解
明する。さらにクラス全体で追及しなければならない
作品の重要な「中心問題」を全体学習として取り扱う。
逆に、「学習形態」は、それぞれの形態の学習段階を
へて、クラスの子どもたちと教師が一緒になって追及
する価値のある「中心問題」を発見する過程なのだと
いうこともできる。
　この過程は、島小学校において十分に発展させられ
た。その途中おのおのの「学習形態」における教師の
役割は『授業の展開』において詳しく説明されている。
一方で斎藤は島小の「学習形態」について次のように
も言う。
　…しかしこの授業形態の順序は、どこまでも原
則であり基本である。どの教科でも教材でも全部
この形態を追ってやるものではない。この教材は
大事だと思ったもの、この教材を徹底的にやれ
ば、その強化での本質的なものをつかませたり、
子どもに思考力や追及力をつけたり、学習の方法
を覚えさせたりすることができると考える重要な
教材だけを選んで、長い時間をかけ、全教科のな
かから一学期に幾つかの教材だけをやるわけであ
る。
　したがって、その他の教材は、その教材によっ
て島小授業形態での一斉学習だけですます場合も
あるし、組織学習だけですます場合もある。また、
普通いわれる一斉教授だけですます場合もある
し、一斉学習と組織学習とをませ合わせた学習で
すますときもある。とくに低学年の場合などは、
四つの形態を全部追わないで、ほとんど一斉学習
と組織学習とを合わせたようなものになってい
る。 （『授業の展開』）
　斎藤は島小学校では柔軟に「学習形態」を考えてい
る。玉村小でもそうだったかもしれないが、少なくと
も読み方については、厳密に順序をふんでいたと考え
られる。あとでいう「読み方の学習サイクル」が記録
の記事とほぼ一致するし、そうであるからこそ教師が
休んでいる間、子どもたちが自分たちで単元の学習を
進められたのだと思われる。
斎藤喜博の「学習形態」が生まれるころ（昭和８年）
　『学習法』または『学習形態』について、斎藤自身
は後年次のように話している。
　当時奈良の女高師に木下竹次というたいへん偉
い校長がいたんです。これは女高師の方の勅任教
授ぐらいだったんでしょうね。それが附属の学校
長をやっていた。一年生なんか机を丸くしまして
（＊）その周りでみんな勉強するというようなす
ばらしい教育をやっていたんです。その玉村小学
校が、一、二年、三年生で未分科の状態にいるん
だ。だから教科に分けないで、総合的に授業する
　　それを未分科教育というんです。……
　…その中で、ぼくは独自学習とか、相互学習と
いうのをまたつくり出していった。しかし、もと
は奈良の方にあった。そういう学校でした。あの
時分に東京の浅草に富士小学校というのがあっ
た。それから滝の川小学校、あの辺が非常に華々
しい仕事をやっていた。
（斎藤喜博「私の歩んできた道」1977（昭和52）
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年12月23日；『開く』30，最終号（1982. 8）p. 113）
　…そのうちに僕自身がだんだんと学校のボスに
なっちゃったんですね。何かみんなに人気があっ
たんですよ。…（p. 115）
　　（＊）この丸い机は奈良には残っていない
が、現在の玉村小学校には残されている。（本間注）
いわゆる「読み方」の「学習指導」の指導過程
　斎藤喜博のいわゆる「読み方」の「学習指導」の形
態（「学習指導」の指導過程、五段階、昭和8年）は、
１．予備学習
２．独自学習
３．相互学習
４．整理学習
５．練習学習
の五段階である。（『教室記』，全集１，pp. 446～463）
　島小学校になって、最終的に『授業の展開』で示さ
れている「授業の形態（もしくは学習指導の形態）」
（『授業の展開』，全集６，p. 197）は、
１．個人学習
２．組織学習
３．一斉学習
４．整理学習
となり、四段階である。島小学校では時期によって変
化している。このほかに、相互学習、等の別の呼称も
ある。
　玉村小学校での「学習形態（昭和８年）」はあくま
でも「読み方」の指導過程であるのに対して、島小学
校では発展して、国語という一つの教科に限られたも
のではなくなり、全教科に共通する一般的な「学習形
態」に変わっている。
玉村小学校における「学習形態」
　斎藤はこの「学習形態」に取り組む前に、クラスの
学力差を縮めるため１年を費やしている。
　勤めはじめ（昭和５年）の玉村小学校の能力別もし
くは習熟度別クラス編成（全国的な研究の傾向）が昭
和７年に変更される。
　昭和５年より斎藤は西組（優秀児）担任を持ち上が
る。３年目になる昭和７年に、中組（普通児）と東組
（劣等児）の子どもたちが加わって混合学級になった
うえ、76人の大人数になった。学力差が「ものすごい」。
「そこで具体的に対処しようとした」。「四年生で一位
数どうしのたし算のできない子もいるし、二位数の加
減なんかになるとできない子がずいぶんといるんで
す。漢字の読み書きで、ずいぶん差があるわけです。
（「教師としての自己訓練」『第二期斎藤喜博全集』第
３巻、p. 347）
　算数であれば、各種の「進度表」を導入し繰り返し、
検定を行っている。
１．三年基本教材テスト
２．算数作問用紙
３．算数練習カード三年の部
４．三年基本教材算数練習帳
５．復習の検定。
６．テスト
７．算数復習進度表
８．算数練習進度表
９．算数自由進度表
10．前学年テスト
　これらは清水成が開発したものを援用したと思われる。
　国語について、「漢字練習進度表」「漢字練習一覧
カード」など、さまざまな工夫が試みられる。そうい
う、学力差対策がある程度効果を上げたものと思われ
る。そのうえで、昭和８年に「読み方学習のサイクル」
ができあがることになる。
斎藤喜博「読み方学習」のサイクル
　昭和８年の斎藤喜博の「読み方学習の学習形態」の
サイクルについては、北村浩道が、詳細な照合を行い、
ほぼ矛盾のない結果を得ることができた。（北村浩道
『玉村小学校の学習の組織と発展』宮城教育大学大学
院修士論文、2003年）
　「読み方学習」サイクルの要点を記す。 
　基本は、２単元をひとつの単位にして、「学習形態」
が繰り返され、２単元のまとめとして「整理学習」が
位置づけられる。
　２単元が単位という意味は、学習に入る前に２単元
分の予習ができていることが前提になっているからで
ある。子どもたちは現在学習している単元より２単元
先を自分で学習している。これが「予備学習」である。
－232－
宮城教育大学紀要　第45巻　2010
　本格的学習（独自学習、相互学習、整理学習）に入っ
て、この２単元を終わるのに８日間かける。２単元の
まとめの「整理学習」まで入れてであるから、１単元
は４日弱で終える計算になる。
　そして、この２単元を学習している間に、次の２単
元分を予習（「予備学習」）することになる。
　この「読み方学習」のサイクルが、どんなに過酷な
ものか想像するとよい。休み時間や放課後、ときには
授業時間を使って「予備学習」（そして「独自学習」
の一部）が行われ、斎藤が全部点検（検定）する。
　「整理学習」では、復習その他のほかに、学習した
ことを文章にしたり、劇にしてクラスで発表会（学期
の終わりなど）をしたり、（パナマ運河の）模型を作っ
たり、と「読み方」を超えた発展的な学習を行ってい
る。
　そのサイクルで昭和８年４月から昭和９年３月まで
のカレンダー上に、何月何日にどの単元を学習してい
るか、『教室記』（斎藤喜博全集第１巻）等の記録と照
合して矛盾のない配列が得られた。（照合結果のカレ
ンダーを最後に添付した）
　学習サイクルの過酷さの結果もあるだろう、斎藤は
２月から学校に出られない日々が続く。それでも、昭
和９年２月15日（木）に男子師範学校教生が参観する
公開授業だけは行って、次の日からずっと学校に出ら
れなくなった。公開授業で取り扱われた教材「ふか」
は、いわゆる「投げ込み教材」である。以前の国定教
科書にあったもので、しかも六年生の教材である。そ
れを五年生でやった。教生の評価も高かった。
　担任がいない間も学習は続いた。斎藤は欠勤してい
るまま六年に担任を持ち上がり、５月初めに復帰する。
毎日の学習報告とその帰りに、八幡神社を掃除して病
気回復を祈願した子どもたちのことは、６月９日の朝
日新聞（群馬版）に美談として掲載された。
　子どもたちはこの「学習形態」を自分たちで管理、
実行できるようになっていた。
　…しかし補欠授業の先生がいくと子どもたち
は、「きてくれなくもよいのです。私たちは先生
の留守のあいだ、自分たちだけで勉強します。き
ちんとできますからきてくれなくもよいのです」
といってことわった。そしてとうとう五月四日ま
で二カ月以上のあいだを自分たちだけでやりぬい
てしまった。
　この間に子どもたちは、毎日朝早く学校の近く
の八幡様へいき、広い境内の掃除をしては、「先
生の病気が早くなおるように」とお祈りしていた
ということだった。（『可能性に生きる』，全集
12，p. 150）
教え子たちの証言と日記
　最近になって、かつての教え子たちに面接した記録
が報告されている。現在高齢者に入る人々の現在の回
想である。それによると、子どもたちも教師同様、懸
命だったことがわかる。
　「…年中テスト…」、（テストとは検定のことである
…本間）夜中の12時ぐらいまで勉強して、親から寝た
ほうがいいんじゃないか、などと言われる。
　ほかの子どもたちはみんなそろって学校に行くの
に、斎藤のクラスの子だけは別に参考書や辞書を持っ
て、遅く登校し遅く帰った。それで、みんなから「変
わりもん」と呼ばれた。あんまり一生懸命勉強してい
るものだから、親も兄弟も用事が言いつけられない。
それが理由で、兄弟から恨まれたりした。…
　子どもたちがこれだけ勉強するから、教師も「点検」
しないわけにはいかない。教師が見て返すから、子ど
もたちも勉強しないわけにはいかない。この循環であ
る。斎藤は夜明けまで学校で仕事して、朝出てきた小
使いさんに驚かれたなどと書いている。
　公開授業前後の子どもたちの日記を『教室愛』でみ
ておこう（昭和８年）。
　２月13日　火曜
　もうすぐ師範学校の生徒が見にくるのです。そ
のとき私たちは「ふか」の文章を勉強して見せる
のです。ふかの独自学習のとき、先生は「いいだ
ろう」といって、またちがっているところは教え
たりしてとても面白かった。いくら勉強してもあ
きなかった。私はきっと相互学習のときはいい勉
強ができると、自分でもう信じていました。
　先生がいったように私は想像文をつくりまし
た。まだ先生はよくできていないといったので、
私はもっといい文をつくろうと思って夢中でし
た。家へ帰ってよく「ふか」の文を調べた。
　２月14日　水曜
　あしたがもう近づきます。私たちは真剣に勉強
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をしはじめました。もう夢中です。私は先生に自
分の意見をいったら、先生はとてもいいといった
ので、私は自分が昨夜勉強をしたのがためになっ
たのだろうと思ってとてもうれしかった。
　私は関根さんなどといっしょに一つの紙芝居み
たいのをこしらえた。早くでき上がればいいなあ
と思っていた。もう残りの勉強のときもおそくな
るのも知らず夢中で想像文などを書いていた。も
う明日が待ちどおしくて心はおどっている。
　家に帰っても家の者にはかまわず夢中で想像文
をかいた。でき上がったときはまったくほっとし
てしまった。夜、明日の勉強のことを考えている
と明日の勉強のようすがありありと眼に浮かんで
きた。もう勉強が面白くて明日のことばかり考え
ていた。
　２月15日　木曜
　きょうは師範学校の生徒が見にくるのです。…
（略）…
　やがて授業もはじまり朝から読み方をした。私
たちは皆一心に勉強をしました。
　二時間目も終わり三時間目が来る。私たちはい
すなどをはこび教室をきれいにした。
　三時間目になったので皆自分の席につき勉強を
はじめた。師範学校の生徒やその先生、玉村学校
の先生などがいっぱい来た。
　一番にほかの人が紙芝居を発表した。二遍目に
は私たちの紙芝居を発表した。私は少し発表がく
どすぎたと思いました。だけどこの時間は勉強が
一時間だけでしたから、すぐ中心問題へはいって
勉強をした。私はまだいいたいことがとてもあっ
たけれど、よしてすぐ想像文を読んだ。町田さん
のがとてもよかったので、私は読むのが恥ずかし
くなったが、気をとりなおして先生に手をあげて
呼んだ。もう私はそのとき無我夢中で一心になっ
て呼んだ。皆に聞きづらかったと思った。
　授業がおわったとき皆が私のところへとんで来
て、とても想像文がよかったといってほめてくれ
た。私はとてもうれしくって、その人にお礼をい
いたいようだった。　…（略）…
　２月16日　金曜
　きょうは先生は休みました。きのうの「ふか」
の勉強を組でおさらいしました。
　私はもうきのうのうれしさに心がおどってい
た。「ふか」の勉強がよくできたのは、やっぱり
独自学習がよくできたのだと私は思っておりま
す。きょうは皆も気持ちがいいのでしょう。とて
もよく勉強ができました。
 （『教室愛』，全集１，pp. 89～91）
島小11年……結晶『授業の展開』まで
　斎藤喜博が玉村小学校で開発した「学習形態（昭和
８年）」は、文字通り島小学校授業実践の基礎であり、
その後11年間の出発点にもなる重要な契機であること
に気づく。
　昭和27年、28年の島小学校の記録を時間にそってみ
ておく。「学習形態」の記事が並んでいる。
　昭和27（1952）年
　11月25日
　本校の研究授業会でつぎのような意見を出す。
１ ．個人学習、分団学習、全体学習などの、学習
形態の研究をしてほしい。
２ ．もっと一人ひとりの子どもに考えを出させ、
それを相互にぶっつけ合わせるようにすること
が必要だ。
３ ．「まだわかりませんか？」と一般的に問いか
けるのでなく、そのときの学級全体や個人個人
の、思考や、つまずきの実態をみて、それに即
応して具体的につぎの問いかけをするのでなく
てはいけない。　
 （『島小物語』斎藤喜博全集第11巻，p. 347）
　昭和28（1953）年
　２月７日（土曜）
　小島君代さんと泉幸子さんと三人で話し合い、
二人に特別研究授業をしてもらうことにする。泉
さんは算数、小島さんは国語で、予備学習、発表
学習の学習形態を追っての授業計画をたてる。こ
の二人に先達になってもらって、学校全体の授業
形態をかえていこうとしたわけである。
　２月13日（金曜）
　プリントしたものを職員にくばり、「授業の形
態」について発表する。基本的な教材についての
授業の形態と、その順序・内容・方法とを　①予
備学習　②独自学習　③発表学習の三つにわけて
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説明した。これは『授業の展開』（国土社刊）では、
①個人学習　②組織学習　③一斉学習　④整理学
習となっている。
　３月４日
　渋沢千枝子さんが算数（練習学習）の特別研究
授業をする。……教室がしっとりとしてあたたか
い。
（参考）
　 　金井学級（本1　算数・独自学習）特別研究
授業をする。
　「 １時間の授業が調和して、自然に展開してい
る。」「子どもの一人ひとりがむだなく生き生
きと活動している。」等の評。
 （『島小十一年史』）
　３月５日
　泉幸子さん（国語、発表学習）と、小島君代さ
ん（国語、独自学習）とが特別研究授業をする。
小島さんの授業でこまかい方法上の問題はつぎの
ようなことであった。
１ ．教師のところへ問題を持っていく子どもが列
をつくっていたが、そのとき、ただ並んで番を
待っているのでなく、それぞれの持っている問
題を出し合い、検討し合うようにするとよい。
また、教師のあいているときをみて持っていく
ようにさせるとよい。
２ ．教師のところへいくとき、ただ問題を持って
いくのでなく、「私はこう考えるのだが」と、
自分の考えを持っていくようにさせるとよい。
　 　午後の研究会では、学習形態を中心にして話
し合ったが、このときの研究授業と研究会に
よって、のちの『島小の授業』の原型が小さく
出発したのだった。しかし、まだ出発したとい
うだけである。
 （『島小物語』斎藤喜博全集第11巻，
 pp. 348～349）　　　　　　　　
（参考）
　 　船戸学級（分２　国語・発表学習）、柴田学
級（分５　国語・独自学習）特別研究授業をす
る。
　※ 後の『島小の授業』の原型がここに小さく出
発する。（『島小十一年史』）
 （下線は本間）
　玉村小の学習形態は昭和８年に実行された。結果、
斎藤喜博は病気で学校を休む。教師のいないまま受け
持ちの子どもは５年から６年に進級し、しかも担任は
斎藤がそのまま続けることになった。斎藤自身は一
時、退職も考えたようだが、この昭和９年２～４月の
療養期間を含めて、昭和７、８、９年は日本の教育実
践史上もっとも重要な時期といってよいだろう。
　島小における学習形態の完成した（最終的）形は『授
業の展開』にくわしい。『授業の展開』の記述からし
ても、島小では最後まで「学習形態」が意識されて授
業が行われていたということだ。島小で発表され記録
として残っている授業の記録を読むときには、なによ
りも授業形態を意識しておかなければならない。
 （平成22年９月30日受理）
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